
第５学年２組 国語科 学習指導案 

                               

令和７年１月２８日（火） 

指導者 三宅 公子 

１ 単元名 「弱いロボット」だからできること（C 読むこと） 

 

２ 単元の目標  

（１） 情報と情報との関係づけの仕方，図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うことが

できる。［知識及び技能］（２）イ    

（２） 目的に応じて，文章と図表などを結びつけるなどして必要な情報を見つけたり，論の進め方につ

いて考えたりすることができる。           ［思考力,判断力,表現力等］C（１）ウ  

（３） 文章を読んで理解したことに基づいて自分の考えをまとめ,伝えたい思いを正しく伝えたり,受け

取ったりすることができる。            ［思考力,判断力,表現力等］C（１）オ 

（４） 言葉がもつよさを認識するとともに,自分の思いや考えをもち,積極的に伝え合おうとする。 

［学びに向かう力,人間性等］                                     

 

３ 単元で取り上げる言語活動 

説明文を読み，内容を説明したり考えたことなどを伝え合ったりする活動。 

（関連：［思考力，判断力，表現力等］C（１）オ） 

 

４ 基盤 

本教材は，［思考力，判断力，表現力等 Ｃ読むこと］において，（１）オ「文章を読んで理解したこと

に基づいて,自分の考えをまとめること。」を重点指導事項としている。文章の内容や構造を捉え,精査・

解釈しながら理解したことを基にして,既有の知識と結びつけて自分の考えを形成すること,また,その

考えを言葉にして正しく伝えることをねらいとしている。考えを形成するにあたっては, 自分なりの考

えを導き出していくためのプロセスとして,様々な比較検討を通して読み解いていきたい。異なる二つの

文章（資料と本文）を比較するばかりではなく,一方の文の内容についてテーマを絞って比較したり,自

分の考えと友だちの考えを比較したりすることで,書き手の意図を考える力や,多角的に捉えたりする力

の育成をねらっている。 

本学園の国語科では，言葉にこだわって自分の考えを豊かに表現し，多様な考えを受け入れてさらに

深めることができる子どもの育成を目指していく。そのために，まずはタブレットを使って自分の考え

を形成した後,それを友だちに言葉を使って伝える活動を行う。思考した内容を他者に表現していく経験

を積み重ねることを大切にし,それにより，自分の思考が他者に伝わることの楽しさを知り，他者の思考

について知ることが自分の思考をさらに変容させ磨いていくプロセスに繋がっていくと考える。 

今回は，大きな問いとして,題名から【筆者の主張する「弱いロボットだからできること」とは,どんな

ことであるかを明確にしよう。】と言うゴールを示し，そのゴールに向けて学習を進めていく。まず，全

体で，現在活躍している具体的なロボットについて調べた後，本文の内容の大体や構成を確認する。次

に，児童はこれまで調べた様々なロボットから一つを選び，そのロボットと私たち人間との関わりにつ

いて個人でまとめる。文章にしても良いし，図や絵を描いても良いものとする。この後，言葉で友だちに

説明すると言う見通しをもって，自分に最も合った方法でまとめる。初発の感想の中に，「自分の経験と

結びつけて考えるのは難しそうだ。」という意見が多かった事から，具体的に１つのロボットに絞って考

えることで，自分の経験や印象とロボットのもたらす影響について自然と繋げられるのではないかと考

えた。また，この時点で単元のゴールにせまる必要は無い。現段階での自分なりの考えをもった上で，こ



の後の交流の中で多様な意見を聞くことで，考えを膨らませたり，それぞれが選んだロボットによって

人間に与える影響が異なる事に気づき、多角的な捉え方ができたりすることを目指す。 

個人のまとめができたら，ロボットの種類ごとに３～４人ずつテーブルに集まり,ワールドカフェ形式

で意見交換をする。ここで,まず同じロボットについて話し合う中にも多様な表現があることを知り,自

分の考えと他者の考えの違いに気付くと共に,より相手に伝わりやすい表現方法を探る手がかりとする。

ここでは話し合いを大切にしたいため，個人で，まとめたタブレットやノートは説明用のツールに留め，

ホワイトボードに自分たちのチームの意見をメモしていくようにする。自分たちのチームの意見が出そ

ろったら，次はそれぞれのテーブルの半分の人数をオーナーとして残して，それ以外のメンバーは各自

が自分の聞きたいチームの所へ説明を聞きに行く。オーナーは自分のチームで話し合った内容をお客に

伝え，ほかのチームから新たに得た情報をメモしたり確認したりする。オーナーをチェンジしてもう一

度繰り返すことで全員がアウトプットできるようにする。ここで，チーム相互の考えの比較を通して，筆

者の主張の共通点などに気付きたい。最終的に元のテーブルに戻り，考えの広がりや新たな気づきを確

認し合う。全体で共有する段階では，話し合いの中に出てきた弱いロボットがもたらす人間同士の繋が

りについての気づきや，テクノロジーの進歩の中にも忘れてはいけない事があるのではないかという気

づきについて本文と繋げて考える。これらを踏まえて,最後に個人で筆者の主張する「弱いロボットだか

らできること」とはどんなことであるか。また,話し合いを通して導き出した自分の考えはどのようなも

のであるか。この２つの観点が含まれるように文章にして学習のまとめをする。 

毎時間のふり返りについては, 藤原隆博 「小学校国語科 めあて・ふりかえり表 10の指導ステッ

プ」を参考に授業者が作ったふり返りシートを基に自己評価をする。毎時間,自分でめあてを決めて（内

容によっては授業者が示す。）それに対するふり返りを記入する。意味のあるふり返りにするためには授

業者と学習者が共通の見通しをもって単元全体の学習に取り組むことが大切である。 

（ふり返りシート 参考：藤原隆博 「小学校国語科 めあて・ふりかえり表 10 の指導ステップ」教

育出版株式会社 2020年） 

 

５ 単元の評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

情報と情報との関係づ

けの仕方，図などによる

語句と語句との関係の

表し方を理解し使って

いる。 

① 目的に応じて，文章と図表などを結びつ

けるなどして必要な情報を見つけたり，

論の進め方について考えたりしている。                       

C（１）ウ  

② 文章を読んで理解したことに基づいて,

自分の考えをまとめ,伝えたい思いを正

しく伝えたり,考えを広げたりしている。

C（１）オ  

③ 進んで自分の考えをまと

め,学習の見通しをもって

説明したり気付いたこと

を伝え合ったりしようと

している。 

 



６ 指導と評価の計画（全８時間） 

時 〇主な学習活動 ◇評価規準  

◆評価方法 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

〇学習課題をつかみ，学習の見通しをもつ。 

・資料と本文を教師が範読する。 

・【人間の能力を超えたハイテクロボット】＝【強いロボット】と

【弱いロボット】について調べ,伝え合う。 

・【強いロボット】とは違う【弱いロボット】についての説明文の

学習の見通しをもつ。 

○本文を読み,構成を捉える。 

 ・この説明文は頭括型か尾括型か双括型かを考える。 

 ・本文全体の構成を以下の３種類のシートから選び,個人で書き出

す。 

A 段落番号のみ記入してあるシート 

B □や矢印で文章構成を図式化したシート 

C 何も記入していないオリジナルのシート 

 ・書き出したシートを見合って構成と内容を捉える。 

 

 

３ 

 

 

     

 

 

 

〇題名から単元全体のゴールを共有した上で,問いをつくる。 

・単元のゴール【筆者の主張する「弱いロボットだからできるこ

と」とは,どんなことであるかを明確にしよう。】 

・単元のゴール達成のために,この説明文の中の「詳しく読みたい

ところ」「曖昧なところ」「わかりにくかったところ」などを出

し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

５ 

 

〇１つのロボットを選び，私たち人間との関わりについて自分なりの

考えをまとめる。 

 ・いくつかのロボットの中から１つを選び,人間との関わりについ

て個人で考えをもつ。 

 ・多角的にとらえるため，強いロボットから選んでも弱いロボット

から選んでも良いこととする。 

 

６ 

 

本

時 

〇分かったことや考えたことを話し合う。  

・ワールドカフェ方式で同じロボットを選んだ友だちと意見を交流

しホワイトボードにメモをする。 

 ・同時に,自分の選んだロボット以外についても,テーブルをまわる

形で意見を収集したり,つながりを見つけたりする。 

 

７ 

 

〇それぞれのチームの「ロボットと人間の関わり」のまとめを共有す

る。 

 ・本文の筆者の主張と繋げて考える。 

 

８ 〇「弱いロボットだからできること」とは･･･に続く文を考える。 

・教科書の言葉を拾い繋げるだけではなく,話し合いを通して考え

たことなども踏まえて自分の言葉にして文を書く。 

 

◇知識・技能 

◆ノート・タブレッ

ト・発言・ふり返り

シート 

 

◇思・判・表① 

◆構成シート・発

言・ふり返りシー

ト 

 

◇思・判・表② 

◆ホワイトボード・発

言・ふり返りシート 

 

◇主体的に学習に取

り組む態度 

◆ホワイトボード・発

言・ふり返りシート 

◇思・判・表② 

◆タブレット・ノート・ふ

り返りシート 

 

◇思・判・表② 

◆発言・ふり返りシート 

◇知識・技能 

◆ノート・タブレッ

ト・発言・ふり返り

シート 

 

 



７ 本時の学習 

（１）目標 

文章を読んで理解したことに基づいて,自分の考えをまとめ,伝えたい思いを正しく伝えたり,考えを

広げたりすることができる。 

 

（２）展開 

 

 

 

学習場面と児童の取り組み 教師の支援と評価  

１． それぞれの選んだロボットと人間の関わりについ

て個人で考えたまとめの内容を思い出し,本時の

学習について知る。 

・自分は弱いロボットの「む～」についてまとめた

たから，強いロボットを選んだ人の意見を聞きた

いな。 

 

 

 

２． 同じロボットを選んだ仲間と集まり,自分の考え

を言葉で伝える。 

・「む～」は，聞き返してあげないと話を続けない

んだよ。１年生みたいで助けてあげたくなるよ。 

・助けた方も優しい気持ちになるね。 

 

３． 各テーブルの半数の児童がオーナーになり,自分

のテーブルで出た意見をお客さんに伝える。オー

ナー以外は自由にほかのテーブルに聞きに行く。

（同じことを２回繰り返す。） 

・弱いロボットの共通点をホワイトボードに書き加

えよう。 

・強いロボットも人間のためにがんばってくれてい

るんだから悪者ではないよね。 

 

４． 最初のテーブルに戻り,各自が聞いてきたことを

元にホワイトボードの整理をし,テーブルごとに

「ロボットと人間の関わり」について，全体へ向

けて発表をする準備をする。 

・弱いロボットに共通するのは，人を優しい気持ち

にするって事かな。 

・私たちのチームで話し合った事と同じで,赤ちゃ

んも弱い存在だから助けたくなるんだよね。 

 ・強いロボットがなくなったらみんな困ってしまう

よ。 

・次の時間はこのつながりを発表しよう。 

 

５．次時は，全体で気づきや繋がりを共有し,筆者の

主張と繋げて考えることを確認する。 

 

・一人一人の考えが違うことで，新たな考え

が生まれる事のよさを押さえて，どんな意

見も肯定的に聞き合えるように声かけをす

る。 

 

 

 

 

 

・自分の経験や印象を踏まえて話している児

童を価値づけし，単元のゴールに繋げられ

るようにする。 

 

 

 

・自分のチームに戻ったときに，広がりや新

たな気づきを伝えられるようにノートにメ

モをしながら聞くことを促す。 

・選んだロボット同士の内容の共通点や相違

点，新たな気づきを価値づけることによっ

て，チームに帰ったときに自信を持って発

言できるようにする。 

 

 

・多角的に捉えるために、強いロボットも弱

いロボットも含めた「ロボットと人間の関わ

り」について話し合うようにする。 

・考えの広がりを意識するために，最初の話

し合いから変化したことや，繋がったことを

中心に話し合うことを促す。 

 

 

 

自分の考えをわかりやすく伝え，友だちの考えと比較して広げよう。 

 

【評価（思考・判断・表現）】 

文章を読んで理解したことに基づいて,

自分の考えをまとめ,伝えたい思いを正し

く伝えたり,考えを広げたりすることがで

きる。 

（発言・ホワイトボード・ふり返りシート） 



８ 評価 

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手だて 

文章を読んで理解したことに基

づいて,自分の考えをまとめ,思い

を正確に分かりやすく伝えてい

る。また,観点同士の繋がりや，自

分の経験,友だちの考えなどを具体

的につなぎ合わせて考えを広げて

いる。 

 

文章を読んで理解したことに

基づいて,自分の考えをまとめ,

伝えたい思いを正しく伝えてい

る。また,話し合うことで始めの

自分の考えから更に考えを広げ

ている。 

 

Ａになるための手立て 

・ふり返りシートの学習のポイントを確

認する。 

・つながりのある内容について考えてい

る児童同士が交流できるように声か

けをする。 

・なぜそう思ったのか理由を尋ねる。 

・経験を想起できるような声かけをす

る。 

・考えをもつのが難しい児童に

は,ポイントとなる段落を示し

て手がかりになるようにする。 

・考えを具体的に表現できない児

童に向けて,伝え方のテンプレ

ートを自由に見られるようにし

たり,ふり返りシートの学習の

ポイントを示したりする。 



ふり返りシート 表 

 

 



ふり返りシート 裏 

 


